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成果の概要/田畑 修 

 
会議名称： 

2012 年 第 7 回ナノ・マイクロシステムおよび分子システムに関する IEEE 国際会議 
2012 7th IEEE International Conference on Nano/Micro Engineered and Molecular Systems 

( IEEE-NEMS 2012) 

開催日 平成 24 年 3 月 5 日～平成 24 年 3 月 8 日（4 日間）  

開催地 京都・京都大学百周年時計台記念館 

申請者 京都大学大学院 教授 田畑 修 

 

本国際会議は MEMS/NEMS（Micro/Nano Electro Mechanical Systems）とナノテクノ

ロジー，バイオテクノロジー（ナノ・バイオテクノロジー）の融合による新規な学問領域

の創出を目指す境界領域分野の学術研究促進を目的として，IEEE 学会の Nanotechnology 
Council が主催する 4 つの国際会議の１つとして，2006 年に設立された．電気，電子，化

学，機械，材料，生物，医療などの分野横断型の研究基盤を有する MEMS/NEMS とナノ・

バイオテクノロジーを融合した研究成果を発表・議論し，研究者間のコミュニティを醸造

し，次世代を担う学生・若手研究者の教育・育成を行う事が目的である．特に，東南アジ

ア各国における MEMS/NEMS およびナノ・バイオテクノロジー分野の研究成果発信を促

進し，欧米・日本などの先進国との連携を図るため，本国際会議は第 1 回を中国で開催し

た後，第 2 回をタイのバンコクで開催し，その後は第 3 回～第 5 回を中国，第 6 回を台湾

で開催し，特に中国の研究者の参加による情報発信を促進してきた．東南アジア各国の当

該分野の研究が軌道に乗り，投稿論文数と参加者数が増加して来たため，国際アドバイザ

リー委員会で，今後は開催場所を中国以外の東南アジア各国，続いて欧米に展開させるこ

とが決定され，第７回を日本で開催することになった． 
 図 1 に投稿論文数，口頭発表件数，ポスタ発表件数の推移を示す．投稿件数 336 件（一

般投稿 304 件，速報 32 件）は中国からの投稿数の激減により過去最低であったが，本年の

投稿論文の質の向上は目覚ましく，採択論文数 285 件（口頭発表 181 件，ポスタ発表 104

件），採択率 86％と，従来より高い採択率となった．分野別投稿論文数を図 2 に示す．マ

イクロ・ナノファブリケーションが 72 件と最も多く，マイクロ・ナノセンサとアクチュエ

ータ（55 件），マイクロ・ナノ流体デバイス（54 件），ナノ材料（38 件）と続く．ファブ

リケーションと材料は共通基板技術として，センサとアクチュエータおよび流体デバイス

は応用が期待される分野として投稿が多い．表 1 に国別参加者数を前回と比較して示す．

参加国数は 16 カ国から 21 カ国に増えた．中国からの参加者数が半分以下となり，日本か

らの参加者が 3 倍強，欧州からの参加者が 3 倍の増加となった． 
 プログラムは，初日午前中に 3 件の基調講演を行い，その後は 4 件の招待講演，２つの

オーガナイズドセッション（フライブルク高等研究所セッション，化学と統合ナノシステ

ムセッション），アワード最終選考セッションを含めて，4 つのパラレルセッション構成で

36 のセッションを行った．最優秀学生論文賞，最優秀論文賞，Chi-Min Ho 賞（流体デバ

イスに関する最優秀論文）の 3 件のアワードは，論文査読のスコアと査読者からの推薦に



基づいて選んだ候補論文（最優秀学生論文賞

Chi-Min Ho 賞候補論文 5 件

容を総合的に審査して選考した．受賞者にはバンケットにおいて賞状と賞金（

が授与された． 
 本国際会議は MEMS/NEMS

Electro Mechanical Systems
ら芽が出て応用分野が拡大してい

野を含めた学際領域を，分子・原子レベルからマイクロスケールまでをカバーするマルチ

スケールの視点でシームレスに扱う点が特徴である．しかし，まだナノスケールの構造や

現象を積極的に制御・応用する研究発表は少な

日本での開催は，MEMS/NEMS
た日本が，東南アジアで生まれた本国際会議を

MEMS/NEMS およびナノ・

情報発信に寄与していく貴重な機会となった

で開催される． 
 最後に，本国際会議開催に助成いただい

く御礼申しあげます． 

 

図 1 投稿論文数，口頭発表件数，ポスタ発表件数の推移

最優秀学生論文賞候補論文 4 件，最優秀論文賞

）について，アワード選考委員が予稿集の論文と口頭発表内

容を総合的に審査して選考した．受賞者にはバンケットにおいて賞状と賞金（

/NEMS およびナノ・バイオテクノロジー分野を中核とし，

Electro Mechanical Systems（MEMS）分野で提案された微細加工技術や

ら芽が出て応用分野が拡大している TAS（Micro Total Analysis Systems
野を含めた学際領域を，分子・原子レベルからマイクロスケールまでをカバーするマルチ

スケールの視点でシームレスに扱う点が特徴である．しかし，まだナノスケールの構造や

現象を積極的に制御・応用する研究発表は少なく，これからの発展が期待される

MEMS/NEMS およびナノ・バイオテクノロジーで世界をリードしてき

が，東南アジアで生まれた本国際会議を積極的に牽引し，東南アジアにおける

・バイオテクノロジー分野のネットワーク構築と世界に向けた
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投稿論文数，口頭発表件数，ポスタ発表件数の推移

件，最優秀論文賞候補論文 6 件，

）について，アワード選考委員が予稿集の論文と口頭発表内

容を総合的に審査して選考した．受賞者にはバンケットにおいて賞状と賞金（500USD）

ナノ・バイオテクノロジー分野を中核とし，Micro 
）分野で提案された微細加工技術や MEMS 分野か

Micro Total Analysis Systems）などの研究分

野を含めた学際領域を，分子・原子レベルからマイクロスケールまでをカバーするマルチ

スケールの視点でシームレスに扱う点が特徴である．しかし，まだナノスケールの構造や

く，これからの発展が期待される．今回の

で世界をリードしてき

東南アジアにおける

のネットワーク構築と世界に向けた

日～10 日，中国蘇州

京都大学教育研究振興財団に厚
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図 2 分野別論文投稿数  

 

 

表 1 国別参加者数  

 

 

 


